




Subcellular Distribution of Reduced Coenzyme Q10 in Rat Liver 
and Its Role as an Antioxidant

















　CoQ10H の含量は Control 群ではミトコンドリ
アに高かったが，核や細胞質などにも分布してい





　 次 に CoQ10H の 抗 酸 化 性 を 確 認 す る た め に
DPPH ラジカル消去活性を調べた。CoQ10に DPPH
ラジカル消去活性はみられなかったが，CoQ10H
には標準物質として用いた Trolox やα - トコフェ
ロールと同等なラジカル消去活性がみられた。そ
の IC50は15μ M で あ り，Trolox（13.5μM），α
- トコフェロール（14μ M）とほぼ同等であった。
Control 群，CoQ10投 与 群，CoQ10H 投 与 群 の 肝
臓の Total CoQ10H 濃度は，それぞれ183 nmol/g 
liver，364 nmol/g liver，573 nmol/g liver であり，
また，卵巣での値はそれぞれ，33.9～109 nmol/g 
ovary，204～265 nmol/g ovary，221～258nmol/
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型 CoQ10を12μ mol/100g（10.36mg/100g B.W）
体重の割合で８日間与えると，肝臓の CoQ10H は




















り供与された。CoQ6は Avanti Polar Lipids 社製，
Coenzyme Q10（CoQ10）， α -tocopherol，Trolox
は Calbiochem 社製，1,1-Diphenyl-2-picrylhydrazyl 
（DPPH）は和光純薬製を用いた。NADPH はオリ
エンタル酵母社製を用いた。CoQ9は Sigma 社製，





ラットを CoQ10投与群 CoQ10H 投与群，Control
群の３群に分け，CoQ10，CoQ10H をそれぞれ２ 


























　遠心分離によって得られた Mt 画分５ml に10 
mM K-Pi　buffer（pH 7.4）５ml を加えてホモジ







　 ラ ッ ト の 卵 巣 ６ 例（0.106g ±0.021） は20 
mg/ml となるように蒸留水を加え組織を破砕し，
CoQ10の抽出に用いた。
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　12ml の共栓付試験管に Nc，Mt，Ls，Ms の各画
分は100mg の重量に相当するように分注し，0.1 


























を Fleischer と Kervina の方法で測定した［18］
10．たんぱく質の定量


















の CoQ10摂 取 量 を 示 し た。Control 群，CoQ10H
投与群，CoQ10投与群のラットの体重に差はみ




た CoQ10H 量，CoQ10量 も そ れ ぞ れ0.26±0.1g，
0.26±0.1g と差はみられなかった。投与された総
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体重（g） 前 ―――― 205±35 207±34
後 215±36 242±47 250±49
飼料量（g） ―――― 130±37 130±42
摂取 CoQ10量（g） 還元型 ―――― 0.26±0.1 ――――
酸化型 ―――― ―――― 0.26±0.1
還元型 CoQ10のラット肝における細胞内分布と抗酸化因子としての役割
182






















比率も，Sol 24％，Mt 15％，Ls ６％，Ms 10％，
Sol 45％と最適な割合であった。
５．肝臓の各分画における CoQ10の定量












Control 群 4 0.37±0.27
CoQ10投与群 4 0.54±0.20






Feeding 総 CoQ10 CoQ10H CoQ10 
Control 群 200±29 183±34 17±2.0
CoQ10投与群 545±35a 364±42a 181±15b
CoQ10H 投与群 849±54a 573+63b 275±16a
a, vs control（p<0.01）
b, vs control（p<0.05）








臓の総 CoQ10H 含量は CoQ10投与群で，Control
群の約2.7倍，CoQ10H 投与群で Control 群の約4.6
倍，有意に増加した。
６．各分画の CoQ10の比含量の検討





















































































183±34 17±2.0 364±42a 181±15c 573±63a 275±16c
200±29 545±35e 849±54e
数値はすべて平均値±標準偏差
a, vs control CoQ10H （p<0.01），b; vs control CoQ10H （p<0.05）
c, vs control CoQ10 （p<0.01），d; vs control CoQ10 （p<0.05）











　Fig. 6に CoQ10H の DPPH ラジカル消去能を他
の抗酸化剤と比較した。CoQ10H の DPPH ラジカ
ル消去能の IC50は，15μ M であり，Trolox の13.5
μM，α-トコフェロールの14μMとぼぼ同じ能力
を有していると思われる。肝臓における CoQ10H










Total　CoQ10 0.3±0.3 1.3±0.1a 2.3±0.7a,b
CoQ9 0.7±0.4 1.2±0.5 1.3±0.6
数値はすべて平均値±標準偏差
a, vs control （p<0.01）
b, vs CoQ10 （p<0.05）
Fig. 6　CoQ10H および CoQ10の DPPH ラジカル消去活性
投 与 群 で， そ れ ぞ れ183nmol/g liver，364nmol/
g liver，573nmol/g liver であり，１g の肝臓を１
ml の水と仮定すると，濃度はそれぞれ183μ M，
364μ M，573μ M と な り，CoQ10H の DPPH ラ





Control 群，CoQ10投与群および CoQ10H 投与群の
総 CoQ10は33.9～109 nmol/g ovary，204～265 
nmol/g ovary お よ び221～258 nmol/g ovary で





　Fig. 3の HPLC ク ロ マ ト グ ラ ム に 示 し た よ う
に，CoQ10誘導体の保持時間の差から，脂溶性の




































　CoQ10H 投 与 群，CoQ10投 与 群 で は， ミ ト コ
ンドリア，核への増加が1.4～2.5倍程度みられた
が（Table 4）， リ ソ ソ ー ム に お け る CoQ10H の
増 加 は，CoQ10H 投 与 群 で19倍（111±59nmol/






































Total CoQ10 33.9～109 204～265 221～258
CoQ10H 10.6～99.0 153～173 193～244
CoQ9 12.3～18.3 13.4～15.1 13.0～16.1
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　 今 回， カ ネ カ の CoQ10H を 用 い て，DPPH ラ
ジ カ ル 消 去 能 を， 標 準 物 質 で あ る Trolox や α
-tocopherol と比較した。CoQ10には DPPH ラジカ
ル消去能は全くなかったが，CoQ10H には，Trolox
やα -tocopherol に匹敵する消去活性が認められ
た。 そ の IC50は，15μ M で，Trolox の13.5μM，
α‐トコフェロールの14μ M とぼぼ同じ能力を有
していた（Fig. 6）。肝臓における CoQ10H の濃度
は，Control 群，CoQ10群，CoQ10H 群で，それぞ
れ183nmol/g liver，364 nmol/g liver，573 nmol/
g liver であり（Table 4），１g の肝臓を１ml の水
と仮定すると，濃度はそれぞれ183μM，364μM，
573μ M となり，CoQ10H の DPPH ラジカル消去








度は，６nmol/mg protein であり，肝臓 g あたり
にするとおよそ600nmol/g liver となる［21］。今回，
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